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平成２８年の交通事故死者

数は３９０４人で、昭和２４

年以来６７年ぶりに４０００

人を下回りました。一方で高

齢者人口が増加しているため、

死者全体のうち高齢者の占め

る割合は上昇傾向にあり、平

成２８年では過去最高の54.8%

となりました。 

状態別（自動車乗車中、二

輪車乗車中、自転車乗用中、

歩行中）の死者について、高

齢者の死者数は、歩行中が１

００３人、自転車乗用中が３

４２人と、他の状態（自動車

乗車中６４３人、二輪車乗車

中１４２人）と比較して高い

水準にあり、高齢歩行者など

が死亡する事故が多くなって

いるという結果になりました。 

また、高齢者の歩行中死者、

自転車乗用中死者のうち，死

者数に占める法令違反ありの

死者数の割合はそれぞれ約

60%、約80%で推移しており、

高齢者自身の法令違反が交通

死亡事故の一因となっている

ものと考えられるということ

です。 

高齢歩行者などが死亡する

交通事故の特徴とその要因に

ついては、高齢歩行者などが

死亡する交通事故を類型別に

みると、歩行者は道路を横断

中に車両と衝突する横断中死

亡事故，自転車利用者は交差

点において出会い頭に車両

（自動車）と衝突する事故が、

それぞれ多くなっています。

歩行者の横断中の事故につい

ては、交差点、単路のいずれ

においても高齢者が高齢者以

外より多く、また、夜間、左

からの進行車両と衝突する事

故が多く発生しており、特に

高齢者の件数が多くなってい

るようです。 

少子高齢化により、今後も

高齢者の交通事故の割合は高

まっていくことが予想されま

す。年齢を問わず、自身が事

故にあわないように気を配る

ことはもちろんのこと、自分

が事故の加害者にならないよ

うにするためにも、交通事故

は他人事と思わないように意

識することが大切です。 
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